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1. 緒 言

或動物を異種 動物臓器抽 出抗原を用いて感 作 して

え られた抗臓器血清 を元の動物に負荷 した場合,ど

の ような変化が生体 に惹起 され るであろ うか とい う

問題に関 しては, 1898年Bordetが 溶血素 を発見 し

て以来,現 在迄 に多数の研 究が行 われて来 た.そ の

結果 こうした所謂Cytotoxinは 感 作 に 使用 した該

当臓器に特異的な変化を もた らすとい う説とそれを

否定す る説 とが あり,そ の当否をめ ぐつ て今なお多

くの論議が行わ れ て い る.即 ち20世 紀 に入 つ て

Delezeme1), Joannovics2)ら はHepatotoxinを,

又Lindemann3), Ludke u. Schiiller4), Wilson a.

 Oliver5)ら がNephrotoainを 夫 々単 独 に 使用 して

機 能的並び に組織学的所見 よ りその該当臓器 の特異

性 を強調 したが,佐 多はHepatotoxin, Nephrotoxin

の両 者を使用 して実験 し,夫 々に比 較的な臓器特異

性 があ り他臓器に も多少の変化 を見たと述べてい る.

処 でPearce6)は 肝,腎 の他 に副腎及び膵臓で感作

した抗血清を注射 して起 る臓器 の変化 を検 して,肝,

腎 では比較的持異 性が認め られ るが副腎及び膵臓 に

は特異性がない ことを明 らかに したのを始め として,

 Woltmann7)は 緬 羊各種臓器(大 動脈内膜,淋 巴腺,

脾,肝 及び腎)のCytotoainを 作 成 して鵞鳥に負

荷 し,そ の血液学 的変化(白 血球 分類,赤 血球数及

び 白血球数)及 び組織学的変化 を観 察 してその特異

性 を否定 した,又 本多8)もHepatotoxin. Myotoxin

u. Kardiotoxinに よ り実験 を 行 い,そ の特異性に

否定 的な見解を述べた.そ してその後馬杉9)は 所謂

馬杉腎炎を作成 してNephrotoxinの 臓 器 特異性を

強調 してい る.著 者 は第1編 で異種(犬)胆 のう,

結 腸抽 出抗原によ り家 兎を感作 した さいの生体反応

及び該抗原の特異 性について観察 したが,本 編では

これ ら該当臓 器抗 血清を犬 に負荷す ることによつて

胆のう,結 腸粘膜抗原の臓器特異性の有無について

若干の検討を加えた.

2. 実験材料並びに実験方法

2. 1 実験動物

体重10kg前 後の健常雑種雄性犬28頭 を使用し,

数日間一定の食餌で飼育 した後実験に供 した.

2. 2 実験方法

2. 2. 1 抗血清作製

胆のう,結 腸粘膜抗原 を夫々2.0cc/kg,週3回,

合計15～21回 負荷して感作し,感 作終了後1週 間を

経て該抗体価の最高値に達した時期に家兎の頸静脈

か ら全血を脱血し,型 の如 く血清を分離した.

2. 2. 2 抗血清負荷法

抗血清は滅菌生理的食塩水にて2～3倍 に稀釈 し,

犬の股静脈より極めて徐々に注射した.注 射量は抗

血清0.25cc～3.0cc/kgと し,注 射 回数 は1～2

回とした.

2. 2. 3 臓器(胆 のう,結 腸)抗 原の調製

抗原の作製は健常雄性犬を脱血致死させて生理的

食塩水で下大静脈より充分灌流後,胆 のうを可及的

無菌的に肝より剥離し,輸 胆管を切断した後マーゾ

ーン加生理的食塩水中に浸し,次 の方法によつて乳

剤にした.即 ち胆のうを滅菌した鋏で切開 し粘稠な

胆汁を排除 した後,胆 のう粘膜を有鉤 ピンセ ットに

より鈍的に剥離し,こ れをマーゾニン加滅菌生理的

食塩水中で胆汁色の殆 ど消失する迄数回洗滌し,以

上のように して処理してえられた胆のう粘膜を集め

て鋏により可及的細切し,生 理的食塩水を加えて硝

子製Homogenizerに よつて10%の 乳剤とした.結

腸粘膜抗原は同様にして結腸を摘出し,糞 塊を取除

いて内腔をマーゾニン加生理的食塩水により充分洗

滌 した後,メ スを以てその粘膜を鈍的に剥離し,生

理的食塩水を加えて硝子製Homogenizerに よつて
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10%乳 剤とした.そ して更に防腐剤として0.01%の

割合にマーゾニンを加えて氷室に保存した.

尚実験に際しては該抗原は可及的新鮮なものを使

用した.

2. 2. 4 抗体価測定法

米国陸軍軍医学校法10)に よ る補体結合反応を用

いた,被 検血清の採取は早朝空腹時般静脈より行い.

型のように血清を分離後56℃, 30分 間非働化 した

ものを使用した.

2. 2. 5 血清補体価測定法

米国陸軍軍医学校法に準じた.

2. 2. 6 血清蛋白像

小林式濾紙電気泳 動装 置11)を 使用し,緩 衝液は

Veronal緩 衝液(pH 8.9,μ=0.1),濾 紙はSchlei

cher & Schnll 2043aを 用い,泳 動条件は電圧150

～300 voltで 電流3～5mAで3～5時 間泳動を

行い,泳 動距離は約8cmと した.

2. 2. 7 病理組織学的検査

実験犬は最終観察 日或は急死を来 した例において

はその直後,頸 動脈より脱血致死させ,夫 々所要の

内臓を採取 した.組 織片は フォルマリン固定を行つ

て.パ ラフィンで包埋し,ヘ マ トキシリン,エ オジ

ン染色で験索した.

表1　 抗 犬 胆 嚢 粘 膜 家 兎 血 清 負 荷 例

3. 実 験 成 績

3. 1 抗犬胆のう粘膜家兎血清負荷犬例

抗犬胆のう粘膜家兎血清を健常犬に負荷した直後

No. 1, No. 2, No. 3, No. 4で は僅 かに無力状態,

疲労状を呈 したが間もな く恢復 し,以 後一般状態に

何等著変を示さなかつた.た だNo. 3で は注射5分

後に嘔 気を2～3回 来 したが恢 復 した. No 5,

 No. 6は 共に該抗血清負荷後夫々3分, 10分を経て

腹位となり,欠 伸,嘔 気 を数回示 してい たが,

 No. 5は 嘔吐 し,苦 悶状を呈 した.然 し乍ら2時 間

及び4時 間後には夫々正常状態に恢 復 した. No. 7

は該抗血清負荷直後僅かに疲労状態となり,腹 位を

とつていたが恢復した.然 し2日 目以後次第に食慾

不振におち入り, 10日 目には全身衰弱甚し く, 11日

目に斃死した. No. 8は 該抗血清負荷5分 後嘔気,

嘔吐あり3時 間後に恢復 したが,次 に食慾不批 全

身衰弱を来し12日1目に斃死 した. No. 9は 該抗血清

負荒直後何等異常を示 さなかつたが,次 第に衰弱し

該抗血清負荷7日 後斃死 した(表1).

3. 1. 1 抗体価及び補体価

抗犬胆のう粘膜抗血清を健常犬に負荷した際の該

抗体及び補体価の消長をみると,表2, 3の ように
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負荷第1日 目にNo. 8が 寧 ろ負荷前に比 し低値を

示しているのを除いては全例原値を示 しているが,

第2日 目にはNo. 6を 除いて全例該抗体価の上昇

がみられ,以 後第7日 目迄の間に夫々最高値に達し,

第10～第14日 で前の値 に復 して い る.然 しNo. 4

のように該抗血清を2回 負荷 した例にあつては負荷

前値に復帰する時日が延長 し, No. 9は 斃死前に最

高値に達している.又 この際の補体価の消長は全例

において多少の変動はみられるが,略 々正常範囲内

の動揺であつた.

表2　 抗 犬 胆 の う 粘 膜 家 兎 血 清 負 荷 例

補 体 価 の 消 長

表3　 抗 犬胆 の う並 に結 腸 粘 膜 家 兎 血 清 負荷 例

抗 体 価 の 消 長

3. 1. 2 血清蛋白像

抗犬胆のう粘膜家兎血清を健常犬に負荷し経時的

に血清蛋白像を観察すると,表4に みるようにアル

ブ ミンはやや〓 少 し, γ-グロブ リンはむしろ増加

の傾向を示している.又 総蛋白量は軽度の〓少傾向

をみている.

3. 1. 3 病理組織学的所見

抗犬胆のう粘膜家兎血清を健常犬に負荷 した際に

肝,胆 のうの病理組織学的検索を行い検討すると,

該抗血清の負荷量,抗 体価の高低で多少の相違はあ

るが,肝 組織像は表5に 示した よ うにNo. 1.では

肝細胞の変化では極めて軽度の水腫変性や白血球浸

潤が見 られ,星 細胞の腫大,間 質の浮腫及び白血球

浸潤門脈血管壁 の膨化及び胆道系においては胆管上

皮の変性が認められた.こ うした変化 はNo. 2に

おいても略々同様である.と ころが該負荷抗血清の

抗体価は低値で も負荷量の増量と負荷回数を増加し

たNo. 4で はこれらの変化 がNo. 1～No. 3に 比

較 しやや著明となり,胆 道系には胆栓形成が見 られ,

更にNo. 5で はこれらの変化が著明となつている.

胆のうにおける組織像は表6に みるようにNo. 1は

胆のう炎の像が著明で胆のう上皮細胞の変性及び浮

腫像や胆のう壁の肥厚 が見 られ た.か かる変化は

No. 2で 更に著明となつてい る.

3. 2 抗犬結腸粘膜家兎血清負荷犬例

抗犬結腸粘膜家兎 血 清を健 常犬 に負 荷 した際

No. 1, No. 2, No. 3で は殆んど著明な変化は見ら

れなかつたが, No, 1は 負荷直後僅かに無力状態に

おちいり腹臥位を示 していたが恢復した. No. 4は

該抗血清負荷2分 後突然苦悶状となり奇声を発 して
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表4　 抗 犬 胆 の う 粘 膜 家 兎 血 清 負 荷 例

血 清 蛋 白 像 の 消 長

表5　 抗犬胆嚢粘膜家兎血清負荷犬群における肝組織像

表6　 抗犬胆嚢粘膜家兎血清負荷犬群における胆嚢組織像
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横臥位をとつた後,四 肢を急速に動かし呼吸数増加

し,次 いで流涎を来 し10分後に嘔気続いて嘔吐を来

した.嘔 吐は以後数回続き,横 臥位を続けて2時 間

後には全 く無力状態となり, 5時 間後には大呼吸を

呈し始め6時 間で斃 死 した. No. 5はNo. 4例 よ

り更に急激な経過をとり,該 抗血清負荷後2分 にし

て突然嘔気嘔吐を来 して横臥位となり,呼 吸は促迫

し次いで浅在性とな り,嘔 気が連続 し,大 呼吸に移

つて2時 間後に斃死 した. No. 6は 該抗血清負荷後

5分 頃より不安状態を示し,腹 臥位をとつたままで

恢復すると思われたが,次 第に衰弱 し24時間後斃死

した. No. 7は 該抗血清負荷第1回 及び第2回 目後

僅かに不安状態を示 しているように思われたがその

まま恢復した.然 し乍ら以後全 く食慾不振におちい

り, 5日 目より水様下痢を来し, 7日 目よりテール

様使を排出し始め, 9日 目には全身が極度に衰弱し

遂に斃死 した. No. 8は 殆ど異状を示 さなかつた.

 No. 9は 負荷直後やや不安状態であつたが恢復 した.

然し乍 ら第3日 目より下痢を米し14日迄持続した.

全身衰弱が著明で あつ た. No. 10は 負荷直後1より

側腹臥位となり呼吸は促迫 し, 10分後嘔気及び嘔吐

を来し, 60分間嘔吐が持続したが徐々に恢復した.

 No. 11は 該抗 血清負荷直後直ちに苦悶状を呈し,

四肢を激 しく又大きく運動させ呼吸は促迫し,流 涎

も著明で5分 後これ らの症状は消失したが,呼 吸数

が〓 じて大呼吸に移行し18分後に斃死した. No. 12

は抗血清負荷後やや無力状となつて腹臥位をとつて

おりその他の著明な症状はなかつたが,次 第に無反

応状態となり24時間後に斃死 した. No. 13は 該抗

血清を2回 負荷したが,著 明な変化は見られなかつ

た.但 し5日 目より下痢を来 し持続した.従 つて全

身衰弱が著明であつた(表7).

表7　 抗 犬 結 腸 粘 膜 家 兎 血 清 負 荷 例

3. 2. 1 抗 体 価及び補体価

犬結腸粘膜家兎血清を健常 犬に負荷 した際の犬結

腸粘膜抽 出抗 原に対応す る抗体価 は該抗血清を1回

負荷 したNo. 2, No. 3, No. 9, No. 10の4例 にお

いては,負 荷後第2日 目か ら第7日 目の間において

夫 々最高値を とり,以 後第10～ 第14日 目で低下 して

い る.と ころが2回 該抗血 清 を 負 荷 したNo. 8,

 No. 13で は 該抗体価の低下は前者より延長してい

る.又No. 7は 斃死前最高の抗体価を示 している.

血清補体価の消長は全例において負荷後多少の変動

はみられるが,殆 んど正常範囲内で あ つた(表8,

 3).

3. 2. 2 血清蛋白像

抗犬結腸粘膜家兎血清を健常犬に負荷 した際,表
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9の よ うにNo. 7に お い て はアルブ ミンは減少傾

向を示 したが, γ-グ ロ ブ リンの増加 する傾向は明

瞭 でな く,総 蛋白量は何 れ も〓少 してい る.

表8　 抗 犬 結 腸 粘 膜 家 兎 血 清 負 荷 例

補 体 価 の 消 長

表9　 抗 犬 結 腸 粘 膜 家 兎 血 清 負 荷 例

血 清 蛋 白 像 の 消 長

3. 2. 3 病理組織学的所見

抗犬結腸粘膜家兎血清を健常犬に負荷した際の肝

組織像は表10に 示す よ うにNo. 1に おいては該抗

血清負荷後の反応は軽度であつたが,肝 細胞に水腫

変性,核 変性,.細 胞増殖,再 生像及び白血球浸潤が

著明にみられ又消耗色素もかなり著明に認められた.

星細胞においては,そ の増大,増 殖及び遊走細胞化

が見られ,間 質において も浮腫,増 殖及び白血球浸

潤が見られた.門 脉血管壁の変化は僅かにその膨化

がみられ,又 胆道系には著変はなかつた,処 が負荷

後6時 間で急 死 したNo. 4で は,毛 細管の極めて

著明充血,又 肝細胞の蛋白変性及び壊死,間 質の浮

腫及び門脈血管壁の膨化をみるので特異な変化を示

し,同 様注射後2時 間で急死 したNo. 5で も略々

同様な変 化 を示 した.負 荷後の反応がやや激しい

No. 7で は毛細管の軽度の充血と肝細胞の壊死,再

生像,白 血球浸潤及び消耗色素がかなり著明に認め

られ,星 細胞にはその腫大,増 殖をみ,又 間質はか

なりの変化を示 した.負 荷後なんらの変化をも示さ

なかつたNo. 8で は, No. 1よ りやや軽度な変化

がみられた. No. 10も 又No. 1と 殆んど同様な変
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化を示 してい る.

表10　 抗犬結腸粘膜家兎血清負荷犬辟における肝組織像

胆のう組織像は表11に示 したように, No. 1で は

上皮細胞の変性及び浮腫が見られたが, No. 2で は

浮腫が極めて著明で壁肥厚も強 く胆のう炎がかなり

著 しかつた. No. 3は 殆んど変化を見なかつたが,

 No. 4で は浮腫及び壁の肥厚が著明で胆のう炎の像

を見,又 出血及び血管充盈像もかなり著 しかつた.

上皮細胞もその変性がやや著しい. No. 7に おいて

は浮腫及び胆のう炎の像を見,又 上皮細胞の変性も

認 め られた.

表11　 抗犬結腸粘膜家兎血清負荷犬群における胆嚢組織像

結腸組織像は表12に 示 したが, No. 1に おいては

粘膜下の浮腫が著明で血管充盈像 も見られ,又 細胞

浸潤 もかな り著しい.又 粘膜上皮ではその変性強 く

杯細胞は著しく増加してい る,筋 層及び漿膜下層に

は変化は見 られなか つ た. No. 7の 変化 は略 々

No. 1と 同様であるが,粘 膜下の血管壁にフィブリ

ノイド変性が見られた. No. 10で は粘膜下層の細

胞浸潤が著明であつた以外,略 々同様な変化を示 し
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表12　 抗犬結腸粘膜家兎血清負荷犬群における結腸組織像

た.

3. 3 健常家兎血清負荷犬例

健常家兎血清を健常犬に負荷した際には,負 荷後

の反応は表13の ように全 くみられず,両 臓器抗体価

並びに血清補体価は殆んど変化がないか或は全 く変

化を示さなかつた.又 病理組織学的検索においても

表13　 健 常 家 兎 血 清 負 荷 例

表14　 健 常 家 兎 血 清 負 荷 例

抗 体 価 並 に 血 清補 体 価 の 消 長
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著変は見 られない.

4. 総 括 並 び に 考 按

動物(犬)の 臓器(胆 のう,結 腸)を 抗原として

他動物(家 兎)を 感作 してえられた抗臓器血清を動

物(犬)に 負荷した際に如何なる変化がおこるかを

検討 したところ,負 荷抗血清の抗体価,負 荷量,負

荷回数を考慮した際には,臓 器抗血清負荷後の反応

は該抗血清の抗体価,負 荷量,負 荷回数に比例して

その反応も併行するという結果がえられた.従 来抗

血清負荷後の諸症状及び負荷方法に関しては古 くか

ら多 くの研究成果が報告されており, Delezenneは

Hepatotoainを2.0～4.0cc/kg宛 犬 の腹腔内に負

荷 して急性のものは15分ないし20時間でこれを致死

させたと報告 し, JoannovicsはHepatotosimを4

匹の猫の静脈内に注射したが2匹 は注射中に斃死 し,

 5～10ccを 注 射する時は斃死 しない場合において

は急性症状が直ちに現われ,猫 はその呼吸運動を停

止 し,一 方心搏動はなおしばらく認めたと云つてい

る.又Krahmer12)はHepatotoain及 びMyotosin

を夫々0.3cc～1.8cc/kg及 び0.62cc～1.0cc/kg

宛静脈内に注射して無反応のものから著明なショッ

ク死を来すもの迄種々の反応を示 したと云つている.

藤本13)はHepatotoxinの 犬腹腔内注射において少

量では何等症状を示 さず,た だ僅かに嘔吐を示すか

或は疲労感,無 力等の症状を呈するだけで間 もな く

恢復するが,大 量注射では即刻或は30分 後又は1昼

夜の内に死亡するといつた.小 山14)はHepatotoxin

を犬の腹腔内に注射後,犬 は無力疲労状を呈 し,す

ぐ恢復するものもあるが,或 るもの は嘔 吐 したが

1～2時 間後恢復した.然 し乍ら実験動物には注射

後1～2日 で発死するもの, 1～2週 の後発死する

もの,次 第に恢復するもの及び何等変化のないもの

の4種 があるとした.こ れらの報告では以上のよう

にその実験条件により多種多様であることが判明す

るが,著 者の実験では上述の方法で負荷条件を規正

すれば比較的併行した生体反応が負荷動物に惹起 さ

れ ることが判明 した.又 該抗血清の負荷量と負荷回

数を増加させ ると,そ の血清学的変化 も大きいとい

うことが出来る.又 臓器抗血清負荷後一般の生体反

応が著明に現われない場合には血清学的変化 も亦著

明ではないが,抗 原負荷回数を増加すると該抗体価

の上昇期間は延長し,負 荷後の生体反応が比較的激

しい場合には該抗体価はむしろ上昇を示しているの

が注目せられる.と ころでチ トトキシンアレルギー

については所謂Doerrの 逆 ア レルギー説があり,

更に武田15)も これ について主として病理組織学的

所見から説明 しているが,と まれ著者の実験におけ

る血清学的変化から云つても反応の強弱はあるが生

体内での抗原抗体反応過程を端的に表現 している.

次にかか る過程の血清蛋白像の変化について考察

すると,抗 犬胆のう粘膜家兎血清負荷群では負荷後

ややγ-グロブ リンの増加がみ られ る.教 室矢部は

同種及び異種臓器(肝,胃,十 二指腸等)抗 血清を

同種及び異種動物に負荷した際,該 当臓器抗原に対

する抗体の生 成 はγ-グ ロブ リンの増減と略々平行

するとしている.従 つて著者の成績でも臓器抗血清

負荷後γ-グ ロブ リン分劃 の増加と該臓器抗体の産

生とが相まつてみとめられ ることから生体内におい

て抗原抗体反応が惹起 されたことを示唆するものと

いえよう.し か しながら抗犬結腸粘膜家兎血清負荷

群ではγ-グ ロブリンの増加の傾向が明らかでなく,

γ-グロブ リンの減少傾向をみた例は抗血清負荷 後

9日 で発死し特異な経過をたどつた.

更に病理組織学的変化について検討すると,先 ず

抗犬胆のう粘膜家兎血清負荷群及び抗犬結腸粘膜家

兎血清負荷群における胆のう組織像の変化をみると,

上皮細胞の変性,胆 のう炎及び壁の肥厚像が抗犬結

腸粘膜家兎血清負荷群より抗犬胆のう粘膜家兎血清

負荷群においてより強く現われていることが注目さ

れ る.特 に抗犬胆のう粘膜家兎血清負荷群では他型

的な胆のう上皮下の細胞浸潤等を有するアレルギー

性炎の像が著明である.又 両群における肝組織像を

比較すると,肝 細胞の変性は抗結腸粘膜家兎血清負

荷群において強いが,一 方胆家系における変化は抗

胆のう粘膜家兎血清負荷群に比較的著明で,胆 管上

皮の変性並びに胆栓形成像が見られ肝内胆管炎の存

在が考えられる.こ れ らの点から負荷抗血清は該当

臓器に比較的強い侵襲を与えていることが病理組織

学的に実証され,又 この意味において負荷抗血清即

ち該当臓器抗体は比較的特異性を有するといえる.

従来胆のう炎のアレルギー性成因に関 しては多 くの

実験があ るが,石 橋16) 17)はFreundのAdjuvant

法により実験的アレルギー性胆のう炎を起さしめた

と報告 しており,そ の病理組織学的変化として胆の

う周囲炎及び肝内胆のう炎に注目しているが,本 実

験において も結果的には略々同一の病理組織学的変

化を見てお り,し かもアレルギー性機序と考えられ

る変化であることは極めて意義が深い.

次に抗犬結腸粘膜家兎血清負荷群における結腸組
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織像の変化は,粘 膜層に著明な病変を示 しており特

に粘膜上皮細胞の変性と粘膜下の浮腫が注目される.

叉胆のう,肝 及び結腸の変化を比較してみ ると,結

腸における変化が比較的強 く,胆 のう組織像におけ

ると同様負荷抗血清の比較的特異性を実証 している.

且又該抗血清負荷後テール便をみとめるものもある

が,こ のことに関しては実験的胃潰瘍の作成並びに

全身過敏症及び血清病の際の胃腸症状についての多

くの実験的研究からその可能性が推定される.即 ち

Schittehelm等18)は 卵蛋 白感 作犬で再注射の際重

篤な消化管症状を見,胃 腸殊に胃幽間部に多数の粟

粒大の出血斑を認めてお り, Bolton19)は 猿の胃粘

膜乳剤を山羊に注射してえられたGasbrotoxinを 猿

の胃壁に注射 し,明 らかに別られた潰瘍を作りえた

と報告 し, Affendualis等20)は 犬 に過 敏症発作を

起させ胃鏡的に24時間後に斑状の広い出血,靡 爛及

び強い浮腫を有する胃炎を認め, 2～4日 後より治

癒し始め, 10～14日 後完全に治癒すると云つている.

又吉田21)は 牛乳乾酪素を腹腔内に注 入 し, 3週 後

の再注射により胃腸管に靡爛性変化を認め,宮 州22)

はGsstrotoxinで 幽門 部 の粘膜壊死,潰 瘍及び出

血 を認 め,小 川23)は 胃の燐脂質を使用 して実験的

胃炎を病理組織学的に起させている.著 者の実験で

も抗犬結腸粘膜家兎血清負荷により上述のように比

較的臓器特異をもつた病変を惹起させうることを明

らかにしえた.

5. 結 論

家兎を犬の胆のう及び結腸粘膜乳剤で感作してえ

られた抗胆のう及び結腸粘膜家兎血清を犬に負荷し

た際の諸種の生体反応及び病理組織学的変化を検討

し,次 の結果を得た.

1. 抗犬胆のう及び結腸粘膜家兎血清負荷後負荷

動物に惹起される生体反応の強さは固体差はあるが

負荷する抗血清の抗体価,注 射量及び負荷回数に略

々比例 して強度となる.

2. 上述臓器抗血清負荷後の血清学的変化は負荷

後1週 間前後で夫々該当抗原に対応する抗体価は最

高となり,負 荷後2週 間前後で負荷前値に復 してい

る.こ の際の補体価の消長は夫々著明な変動は認め

られなかつた.

3. 血清蛋白像の変化では抗犬胆の う粘膜家兎血

清負荷群では負荷後 ややγ-グ ロブ リンの増加がみ

られるが,抗 犬結腸粘膜家兎血清負荷群 ではフ.グ

ロブ リンの増加は明 らかでなかつた.

4. 抗犬胆のう及び結腸粘膜家兎血清負荷により

夫々臓器に惹起された病理組織学的変化か ら,こ れ

ら臓器抗血清が比較的臓器特異性を有することが認

められた.

稿を終えるに当り御懇切なる御指導と御校閲の労

を賜つた恩師小坂教授並びに長島助教授に深甚なる

謝意を捧げます.
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Studies on the Heterogeneous Organic Antibody

Part II Studies on the Vital Reaction by the Administration of

Heterogeneous Organic Antibody

By

Kensaburo YAMASAKI

The First Department of Internal Medicine, Okayama University, Medical School

(Director: Prof. K. Kosaka)

conclusions

The various vital reactions and pathohistological changes were observed on the administra, 
tion of anti-gallbladder and colon mucosa-rabbit's serum which was obtained from the sensitiza

tion of rabbit by the emulsion of canine gallbladder and colon mucosa. And the results were 

as follows.

1. The intensity of vital reaction occured to the sensitized animal on the administration 

of anti-canine gallbladder and colon mucosa-rabbit's serum was depended upon the difference 

of each individual case, but it became intense in proportion to the antibody titer of antiserum 

administrated, dosis of injection and number of injection.

2. As for the serological change on the administration of the above described organic 

antiserum, the antibody titer to each antigen became the highest around 1 week after the 

administration and it returned to the preadministrative titer around 2 weeks after the 

administration. At that time, the vicissitude of complement titer did not show remarkable 

change respectively.

3. As for the change of serum protein picture, a little increase of T.globulin was seen 

in the group with the administration of anti-canine gallbladder mucosa-rabbit's serum, but it 

was not remarkable in the group with the administration of anti-canine colon mucosa-rabbits 

serum.

4. Since the patbohistological changes of each organ caused by the administration of 

anti-canine gallbladder and colon mucosa-rabbit's serum, those organic antiserum showed having 

the organic peculiarity comparatively.


